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胸部単純 X線写真：右横隔膜下に free airを認める。
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表２　放射線性腸炎の消化管手術症例
手術の適応加療を行った原疾患
出血　　　　152例（47.0％）子宮癌　　　282例（87.4％）
イレウス　　　53例（16.4％）直腸癌　　　　12例（3.7％）
狭窄　　　　　47例（14.6％）卵巣癌　　　　７例（2.2％）
瘻孔　　　　　39例（12.1％）睾丸腫瘍　　　５例（1.5％）
腹膜炎　　　　12例（3.7％）膀胱癌　　　　４例（1.2％）
重複癌の疑い　11例（3.4％）膣癌　　　　　４例（1.2％）
外瘻孔　　　　９例（2.8％）その他　　　　９例（2.2％）
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（文献１より抜粋）
表３　傍ストーマヘルニアの分類
腹壁を貫くが皮下に達しないもの　　　
腹壁を貫き皮下組織に達するもの　　　　
皮下組織に達しストーマを持ち上げるもの
  
